
～かけがえのない自己の人生に目を開き、
たくましく自己実現していく生徒の育成～
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３年生を送る会終わる

３月２日（木）５、６校時に本校体育館にて、
生徒会主催（３年生を送る会実行委員会）の３
年生を送る会を実施しました。

主な内容及び様子
・１年生の発表 ・２年生の発表
・スライドショ－・１、２年合同合唱
・３年生合唱



社会人基礎力をつける！！

卒業の時期が迫ってきました。本校でも３月1０日(金）に１７９名が中学校を巣立ちます。この３年
生も、高校に進学する人は３年後、大学進学をする場合には７年後に社会人となります。その限られた
年数の中で、これからの混沌とした社会を力強く生き抜く力を身に付けていかなければなりません。生
徒の皆さんには、今まで以上に『実力』をつけるという意識を強くもち、能動的に活動をして欲しいと
思いますし、保護者の皆様も子どもたちに真の『実力』をつけるという視点で、どのような支援が適切
なのかを考えていただきたいと思います。
経済産業庁（現在の経済産業省）では２００６年に「社会人基礎力」という考え方を提唱しました。

この考え方を参考に、上記の『実力』とは何なのかを考えてみたいと思います。
下図のように「社会人基礎力」とは、「前に踏み出す力」「考え抜く力」「チームで働く力」の３つの

能力とそれらを細分する１２の要素で構成されています。

☆社会人基礎力（経済産業庁（現在の経済産業省））

前に踏み出す力 考え抜く力
(アクション) (シンキング)

・主体性 ・働きかけ力 ・課題発見力 ・計画力
・実行力 ・創造力

チームで働く力
(チームワーク)

・発信力 ・傾聴力
・柔軟性 ・状況把握力
・規律性 ・ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

これらをよく見ると、当然ですが充実した学校生活を送ることにより、全てを高めることが可能だと
いうことがわかります。学校生活では、各教科での基礎･基本の習得はもとより、学校行事への意欲的
な取組や部活動での積極的な活動など、全てのことに前向きに活動することが大切なのです。また、集
団生活の中で思いやりや優しさをもち、他者と適切なコミュニケーションをもつことも、とても重要で
す。生徒の皆さんがこのような考えをもって日常の学校生活を送ることにより、今、社会が求めてい
る『実力』が自然と身についていくのです。御家庭でも、将来子どもたちが社会に出たときに役立つ『実
力』を身につけられるような支援をよろしくお願いします。

（令和４年３月８日発行 学校だより３３号から）

３月の予定 令和４年度卒業証書授与式
３月１３日（月）１、２年学力テスト

職員会議、部活動休養日 令和４年度卒業証書授与
式が間近に迫ってきまし

１６日（木）部活動あり た。式予行も明日となって
おります。

２０日（月）給食最終日 お子様の晴れの姿をぜひ
御覧いただきたく、御案内

２２日（水）令和５年度新入生体験入学 申し上げます。（※詳細に
ついては、１月３１日付文

２４日（金）令和４年度修了式 書「卒業証書授与式につい
て」を御覧ください。）

各種大会結果
☆ソフトボ－ル部
市原市ソフトボ－ル協会会長杯争奪中学生ソフトボ－ル大会 １ 日時 令和５年3月1０日（金）
予選リ－グ 9:15 開式
対 松戸三中学校 ０－６ 惜敗 ※保護者受付 8:30～9:０0
対 蘇我中・椿森中合同 ４－９ 惜敗

４位リ－グ ２ 式場 東金中学校 体育館
対 昭和中学校 １６－１４勝利
対 福栄中・南行徳中合同１４－７ 勝利

４位リ－グ 優勝


